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２．解説

設問一

趣旨

文章全体の構成を捉え，内容の中心となる事柄を把握することができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力，判断力，表現力等 Ｃ 読むこと

ア 事実と感想，意見などとの関係を叙述を基に押さえ，文章全体の構成を捉えて要旨を

把握すること。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

２ 一 １ １ と解答しているもの ◎

２ ２ と解答しているもの

３ ３ と解答しているもの

４ ４ と解答しているもの

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【資料】の文章が，面ファスナーの開発された経緯と活用の場が広がったことについて，

時間の経過に沿って書かれていることを捉える必要がある。

○ 【解答類型１】は，【資料】の文章が，何について，どのように書かれているかを捉える

ことができていると考えられる。

○ 【解答類型２】は，【資料】の文章が，面ファスナーについて複数の事例を取り上げて

書かれていることを捉えることはできているが，それらが，何について書かれているかを

捉えることができていないと考えられる。【資料】の文章には，面ファスナーのよさや便利さ

といった長所は書かれているが，短所は書かれていない。

〇 【解答類型３】は，【資料】の文章が，何について，どのように書かれているかを捉える

ことができていないと考えられる。【資料】の文章は，面ファスナーの短所は書かれていない。

また，面ファスナーについて，一つの事例のみではなく複数の事例が取り上げられて書かれ

ている。

○ 【解答類型４】は，【資料】の文章が，何について書かれているかを捉えることはできて

いるが，どのように書かれているかについて捉えることができていないと考えられる。【資

料】の文章は，筆者が問いと答えを繰り返しながら論を進めていく形式では書かれていない。
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（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

マナーに関する広告を読み，編集の仕方の

Ｈ25Ａ５ア 特徴をまとめたものとして適切なものを 61.3% P.28～P.29 P.40～P.42

選択する

マナーに関する広告を読み，編集の仕方の

Ｈ25Ａ５イ 特徴をまとめたものとして適切なものを 71.9% P.28～P.29 P.40～P.42

選択する

Ｈ27Ａ５一 59.7% P.25～P.27 P.38～P.40
コラムの中で筆者の読書体験が書いてある

まとまりを選択する

設問二

趣旨

， 。思考に関わる語句の使い方を理解し 話や文章の中で使うことができるかどうかをみる

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 知識及び技能

の特徴や使い方に関する事項⑴ 言葉

， ， ，オ 思考に関わる語句の量を増し 話や文章の中で使うとともに 語句と語句との関係

語句の構成や変化について理解し，語彙を豊かにすること。また，語感や言葉の使い方

に対する感覚を意識して，語や語句を使うこと。

■評価の観点

知識・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ と解答しているもの２ 二 １

２ と解答しているもの２

３ と解答しているもの３

◎４ と解答しているもの４

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

〇 の「そのため，一つ一つ取り外さなければならないホックやボタンより留め外しの【資料】

， 。」 「 」 ，簡単な面ファスナーの方が 留め具として適していたのです という叙述の中の より は

「ホックやボタン」を「面ファスナー」との比較の対象として取り上げる場合の言い方として

使われている。筆者は面ファスナーの広がりについて，他の留め具と比較して説明している

ため，ここでは「～は～より…」の使い方を適切に捉える必要がある。

2
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○ 【解答類型１～３】は，複数の情報を比べる場合の言い方である「～は～より…」と同じ

使い方の文を捉えることができていないと考えられる。

なお，本設問の選択肢 は音楽会が始まる起点を表し，選択肢 は試合が延期される原因１ ２

を表している。また，選択肢 は動作の移動や経由する場所を表している。３

○ 【解答類型４】は，複数の情報を比べる場合の言い方である「～は～より…」と同じ使い

方の文を捉えることができていると考えられる。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ27Ａ７ 74.1％ P.31～P.33 P.44～P.46
応募のきまりを守っていないものを選択

する

「早ね早起き」活動の成果について 〈図，

Ｈ28Ｂ２一 １〉の結果を基に書いた内容として適切な 43.5％ P.44～P.51 P.60～P.69

ものを選択する
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設問三

趣旨

目的に応じ，文章と図表とを結び付けて必要な情報を見付けることができるかどうかを

みる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力，判断力，表現力等 Ｃ 読むこと

ウ 目的に応じて，文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けたり，論の

進め方について考えたりすること。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

（正答の条件）２ 三

次の条件を満たして解答している。

① 以下の内容を取り上げて書いている。

a ヒントになったこと

b 面ファスナーのくっつく仕組み

② の中の文章と から言葉や文を取り【資料】 「面ファスナーの仕組み」

上げて書いている。

③ 50字以上，80字以内で書いている。

（正答例）

・ メストラルは，ゴボウの実が犬の毛にからみついていたことをヒントに，

かぎ状のフックが輪の形をしたループに引っかかることでくっつく仕組みの

面ファスナーを作り出した （80字）。

◎１ 条件①a，bの両方と，条件②，③を満たしているもの

２ 条件①a，bの両方と，条件②は満たしているが，条件③は満たしていないもの

３ 条件①a，bは満たしているが，条件②は満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

４ 条件①aは満たしているが，条件①bは満たしていないもの

＊条件②，③を満たしているかどうかは不問とする。

５ 条件①bは満たしているが，条件①aは満たしていないもの

＊条件②，③を満たしているかどうかは不問とする。

６ 条件②は満たしているが，条件①a，bは満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

99 上記以外の解答

０ 無解答
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■解答類型について

○ 相川さんが を読み，面ファスナーのくっつく仕組みについて考えていることを【資料】

， ，捉え の中の文章と とを結び付けて必要な情報を見付け【 】 「 」資料 面ファスナーの仕組み

ヒントになったこととくっつく仕組みが分かるように書く必要がある。ここでは，文章から

ゴボウの実のトゲが「かぎ状」であること から面ファスナーの，「面ファスナーの仕組み」

フックが「かぎ状」であることを見付け，これらを結び付けて理解することが求められる。

○ 【解答類型１～３】は，相川さんが，面ファスナーのくっつく仕組みについて考えている

ことを捉え の中の文章と とを結び付けて必要な情報を，【資料】 「面ファスナーの仕組み」

見付けることができていると考えられる。

・ 【解答類型１】は，ヒントになったことと，面ファスナーのくっつく仕組みが分かる

ように の中の文章と から言葉や文を取り上げて，50字，【資料】 「面ファスナーの仕組み」

以上，80字以内で書いている。

・ 【解答類型２】は，ヒントになったことと，面ファスナーのくっつく仕組みが分かる

ように の中の文章と から言葉や文を取り上げて書いて，【資料】 「面ファスナーの仕組み」

いる。しかし，50字以上，80字以内で書いていない。

・ 【解答類型３】は，ヒントになったことと，面ファスナーのくっつく仕組みが分かる

ように書いている。しかし の中の文章と から言葉や，【資料】 「面ファスナーの仕組み」

文を取り上げて書いていない。具体的な例としては，以下のようなものが考えられる。

(例）

植物の実が動物の体にからまったことをヒントに，つりばりの形がもう一方の面・

に引っかかる面ファスナーを作り出した （55字）。

〇 【解答類型４，５】は，相川さんが，面ファスナーのくっつく仕組みについて考えている

【資料】 「面ファスナーことを捉えることはできていると考えられる。しかし の中の文章と，

とを結び付けて必要な情報を見付けることができていないと考えられる。の仕組み」

・ 【解答類型４】は，ヒントになったことが分かるように書いている。しかし，面ファス

ナーのくっつく仕組みが分かるように書いていない。具体的な例としては，以下のような

ものが考えられる。

（例）

・ 愛犬の毛にたくさんついた野生のゴボウの実は，先の曲がったかぎ状のトゲで

おおわれており，これをヒントに面ファスナーを作り出した （63字）。

2
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国語３ 自分の考えを主張する文章を書く

3
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１．出題の趣旨

筋道の通った文章となるように文章全体の構成や展開を考えたり，目的や意図に応じて

書き表し方を工夫したりしながら，自分の考えを主張する文章を書くことができるかどう

かをみる。

意見を述べる文章を書く場合には，理由や事例を明確にしながら筋道を立てて自分の考えを

述べる必要がある。そのためには，読み手が考えを理解しやすいように，文章全体の構成や

， 。 ， ，展開を考えたり 書き表し方を工夫したりすることが大切である また 目的や意図に応じて

， ， 。提案する文章 推薦する文章などの種類を具体化し その特徴を踏まえて書くことも重要である

， 。 ，本問では 自分の考えを主張する文章を学級の友達に向けて書く場面を設定した 丸山さんは

気持ちよく学校生活を送ることができるように「一人一人が責任をもって使った物をかたづける

ことが大切だ」と考え，その考えに至る事例や，異なる立場の読み手への反論などを文章

全体の構成や展開の中でどこに配置し，どのように書いたらより説得力のある文章になるのかを

考えている。ここでは，文章全体の構成を工夫したり，理由を明確にしながら自分の考えが

。 ， ，伝わるように書いたりすることが求められる また 読み手に向けて書く文章であることから

特に漢字を正しく書くことや，主語と述語，修飾語と被修飾語の関係に気を付けて書くことも

求められる。

学習指導要領に示されている言語活動例との関連■

〔第５学年及び第６学年〕 思考力，判断力，表現力等 Ｂ 書くこと

， 。ア 事象を説明したり意見を述べたりするなど 考えたことや伝えたいことを書く活動

3
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２．解説

設問一

趣旨

自分の主張が明確に伝わるように，文章全体の構成や展開を考えることができるかどう

かをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力，判断力，表現力等 Ｂ 書くこと

イ 筋道の通った文章となるように，文章全体の構成や展開を考えること。

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ と解答しているもの３ 一 １

◎２ と解答しているもの２

３ と解答しているもの３

４ と解答しているもの４

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

， ，「 」，「 」，○ 文章全体の構成や展開には 統括する内容を位置付ける箇所によって 頭括型 尾括型

「双括型」がある。丸山さんは，自分の主張が明確に伝わるように の，【文章の下書き】

最初の段落に「だれもが気持ちよく生活するために，一人一人が責任をもって使った物をかた

づけることが大切だ」と書き，最後の段落にも「一人一人が責任をもってかたづけることが

大切だ」と繰り返し書いて強調している。ここでは，丸山さんが双括型の構成を考えたと

いうことと，その構成で書いた意図を捉えることが求められる。

○ 【解答類型１，３】は，丸山さんが書いた の全体の構成が双括型である【文章の下書き】

ことを捉えることができていないと考えられる。選択肢 は，主張を最後の段落に書く尾括型３

の構成で書く意図として，読み手が主張を予想しながら読み進められるということを捉える

ことはできている。しかし，丸山さんが書いた には相当しないことを捉える【文章の下書き】

ことができていないと考えられる。

○ 【解答類型２】は，丸山さんが書いた の全体の構成が双括型であることを【文章の下書き】

捉えることができていると考えられる。また，双括型で書いた意図が，読み手に自分の主張

する内容を強調して伝えるためであるということも捉えることができていると考えられる。

〇 【解答類型４】は，丸山さんが書いた の全体の構成が双括型であることを【文章の下書き】

捉えることができていると考えられる。しかし，双括型で書いた意図が，複数の異なる内容の

主張を伝えるためではないということを捉えることができていないと考えられる。
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（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ27Ｂ１一 新聞の割り付けとして適切なものを選択する 74.7％ P.36～P.43 P.48～P.55

Ｈ28Ｂ２三 58.5％ P.44～P.51 P.60～P.69
「早ね早起き」活動の報告文で課題を取り

上げた効果として適切なものを選択する

【緑のカーテン作りへの協力のお願い】に

Ｈ29Ｂ２一 おける文章の構成の工夫として当てはまる 71.0％ P.50～P.57 P.64～P.73

ものを選択する

「かみかみあえ」についての【おすすめす

Ｈ30Ｂ２一 る文章】の最初の部分に のように 57.8％ P.45～P.51 P.60～P.67

書いた理由として適切なものを選択する

プラスチックの３Ｒ週間を提案する 【下書

Ｒ２２一 未実施 P.18～P.27 未実施
き①】の最初の の内容を，どのよ

うに工夫して書いているのか，適切なもの

を選択する
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設問二

趣旨

目的や意図に応じて，理由を明確にしながら，自分の考えが伝わるように書き表し方を

工夫することができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 思考力，判断力，表現力等 Ｂ 書くこと

ウ 目的や意図に応じて簡単に書いたり詳しく書いたりするとともに，事実と感想，意見

， 。とを区別して書いたりするなど 自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫すること

■評価の観点

思考・判断・表現

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

（正答の条件）３ 二

次の条件を満たして解答している。

① 以下の内容を取り上げて書いている。

a 「そうじたん当の人などがかたづければよい」という考えに反対する意見

b 「そうじたん当の人などがかたづければよい」という考えに反対する理由

② から言葉や文を取り上げて書いている。【西田さんの話】

③ 60字以上，100字以内で書いている。

（正答例）

・ しかし，遊具置き場のそうじは，かたづけで時間が足りなくなり，はきそうじや

ふきそうじに手が回らないことがあるそうです。たん当の人だけに任せると

大変なので，わたしは，使った人がかたづけるべきだと思います （100字）。

◎１ 条件①a，bの両方と，条件②，③を満たしているもの

２ 条件①a，bの両方と②は満たしているが，条件③は満たしていないもの

３ 条件①a，bの両方は満たしているが，条件②は満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

４ 条件①a，②は満たしているが，条件①bは満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

５ 条件①aは満たしているが，条件①b，②は満たしていないもの

＊条件③を満たしているかどうかは不問とする。

99 上記以外の解答

０ 無解答

3
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■解答類型について

〇 丸山さんは 「そうじたん当の人などがかたづければよい」と考える人を説得するために，，

反対する意見を詳しく書き直そうとしている。その丸山さんの意図を踏まえ，丸山さんが，

詳しく書き直すために を用いながら，反対する理由を明確にして書こうと，【西田さんの話】

していることを捉えて書く必要がある。

【西田○ 【解答類型１】は，丸山さんの意図を踏まえ，丸山さんが，詳しく書き直すために，

を用いながら，反対する理由を明確にして書こうとしていることを捉えることがさんの話】

できていると考えられる 「そうじたん当の人などがかたづければよい」という考えに反対。

する意見とその理由を から言葉や文を取り上げて，60字以上，100字以内で，【西田さんの話】

書いている。

【西田〇 【解答類型２】は，丸山さんの意図を踏まえ，丸山さんが，詳しく書き直すために，

を用いながら，反対する理由を明確にして書こうとしていることを捉えることがさんの話】

できていると考えられる 「そうじたん当の人などがかたづければよい」という考えに反対。

， 。 ，する意見とその理由を から言葉や文を取り上げて書いている しかし【 】西田さんの話

60字以上，100字以内で書いていない。

○ 【解答類型３】は，丸山さんが，詳しく書き直すために を用いて書こう，【西田さんの話】

としていることを捉えることができていないと考えられる 「そうじたん当の人などがかた。

【 】づければよい という考えに反対する意見とその理由を書いている しかし」 。 ， 西田さんの話

から言葉や文を取り上げて書いていない。具体的な例としては，以下のようなものが考え

られる。

（例）

しかし，かたづけをそうじたん当の人だけに任せると，使った人がかたづけを・

， ，人にたよってしまうようになり かたづける習慣が身につかなくなると思うので

わたしは，使った人がかたづけるべきだと思います （96字）。

○ 【解答類型４】は，丸山さんが，詳しく書き直すために，反対する理由を明確にして書こう

としていることを捉えることができていないと考えられる 「そうじたん当の人などがかた。

づければよい」という考えに反対する意見を書いている。また から言葉や，【西田さんの話】

文を取り上げて書いている。しかし，反対する理由を書いていない。具体的な例としては，

以下のようなものが考えられる。

（例）

しかし，わたしは，使った人がかたづけるべきだと思います。遊具置き場の・

そうじをたん当している人が，毎日，協力して遊具をかたづけています （67字）。

3
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【 】 ， ， ， ，○ 解答類型５ は 丸山さんが 詳しく書き直すために を用いながら【 】西田さんの話

反対する理由を明確にして書こうとしていることを捉えることができていないと考えら

。「 」 。れる そうじたん当の人などがかたづければよい という考えに反対する意見を書いている

しかし，反対する理由を書いておらず から言葉や文を取り上げて書いて，【西田さんの話】

いない。具体的な例としては，以下のようなものが考えられる。

（例）

， 。・ わたしは そうじたん当の人だけがかたづけをすればよいという考えに反対です

そうじたん当の人にかたづけを任せるという考えはよくないです （67字）。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ25Ｂ２三 17.9％ P.42～P.49 P.56～P.64
複数の内容を関係付けた上で,自分の考えを

具体的に書く

3
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設問三(1)ア，ウ，エ

趣旨

。学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができるかどうかをみる

■学習指導要領における内容

〔第５学年及び第６学年〕 知識及び技能

⑴ 言葉の特徴や使い方に関する事項

エ 第５学年及び第６学年の各学年においては，学年別漢字配当表の当該学年までに配当

されている漢字を読むこと。また，当該学年の前の学年までに配当されている漢字を

書き，文や文章の中で使うとともに，当該学年に配当されている漢字を漸次書き，文や

文章の中で使うこと。

■評価の観点

知識・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

◎３ 三 １ 「転（がって 」と解答しているもの）

99 上記以外の解答(1)

０ 無解答ア

◎三 １ 「積（み 」と解答しているもの）

99 上記以外の解答(1)

０ 無解答ウ

◎三 １ 「原因」と解答しているもの

(1) ２ 「げん」を「原」と解答しているが 「いん」を「因」と解答していないもの,
エ ３ 「げん」を「原」と解答していないが 「いん」を「因」と解答しているもの,

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

ア 【解答類型１】は 「ころ（がって 」を文の中で正しく書くことができている。， ）

ウ 【解答類型１】は 「つ（み 」を文の中で正しく書くことができている。， ）

エ 【解答類型１】は 「げんいん」を文の中で正しく書くことができている。，

【解答類型２】は 「げん」を「原」と正しく書くことはできているが 「いん」を「因」と， ，

正しく書くことができていない。

【解答類型３】は 「いん」を「因」と正しく書くことはできているが 「げん」を「原」と， ，

正しく書くことができていない。

3
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設問三(2)イ

趣旨

文の中における主語と述語との関係を捉えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第３学年及び第４学年〕 知識及び技能

⑴ 言葉の特徴や使い方に関する事項

， ， ，カ 主語と述語との関係 修飾と被修飾との関係 指示する語句と接続する語句の役割

段落の役割について理解すること。

■評価の観点

知識・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

３ １ と解答しているもの三 １

２ と解答しているもの(2) ２

◎イ ３ と解答しているもの３

４ と解答しているもの４

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１，２，４】は，主語と述語が複数ある文において，主語と述語との関係を

捉えることができておらず，文の構成を理解することができていないと考えられる。

・ 選択肢 については，主語が，文の中で「だれが」を表す言葉であることを理解することは１

できていると考えられる。しかし 「残されています」に照応する主語がどれかを捉える，

ことができていないと考えられる。

・ 選択肢 については，主語が，文の中で「何が／だれが」を表す言葉であることを２，４

理解することができていないと考えられる。選択肢 の「かたづけられずに」は 「残され４ ，

ています」と修飾語と被修飾語の関係となる言葉であり，主語と述語の関係となる言葉と

混同して捉えてしまったとも考えられる。

○ 【解答類型３】は，主語と述語が複数ある文において，主語と述語との関係を捉えることが

できており，文の構成を理解することができていると考えられる。

3
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（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

Ｈ27Ａ２二 文の型として適切なものを選択する 71.9％ P.17～P.19 P.28～P.31

【春休みの出来事の一部】の中で，

Ｈ30Ａ５ 部と 部とのつながりが合っていない 35.8％ P.25～P.27 P.37～P.39

文を選択し，正しく書き直す

プラスチックの３Ｒ週間を提案する【下書

き①】のＡの文を， 部と 部 未実施 P.18～P.27 未実施Ｒ２２五

とのつながりに気を付けて書き直す

設問三(2)オ

趣旨

文の中における修飾と被修飾との関係を捉えることができるかどうかをみる。

■学習指導要領における内容

〔第３学年及び第４学年〕 知識及び技能

⑴ 言葉の特徴や使い方に関する事項

， ， ，カ 主語と述語との関係 修飾と被修飾との関係 指示する語句と接続する語句の役割

段落の役割について理解すること。

■評価の観点

知識・技能

解答類型

問題番号 解 答 類 型 正答

１ と解答しているもの３ 三 １

２ と解答しているもの(2) ２

◎オ ３ と解答しているもの３

４ と解答しているもの４

99 上記以外の解答

０ 無解答

■解答類型について

○ 【解答類型１，２，４】は，修飾と被修飾との関係を捉えることができておらず，文の

構成を理解することができていないと考えられる。

・ 選択肢 は 「すぐに」が動きを表す語句に係って文の意味を詳しくすることを捉える１ ，

ことはできていると考えられる。しかし，文の中で，どの語句に係るのかを捉えることが

できていないと考えられる。

・ 選択肢 は，文の意味を捉えずに，修飾と被修飾との関係を語句の直後の関係で捉えたと２

考えられる。

3
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・ 選択肢４は 「すぐに」が動きを表す語句に係って文の意味を詳しくすることを捉える，

ことができていないと考えられる。また，文の中で，どの語句に係るのかを捉えることが

できていないとも考えられる。

○ 【解答類型３】は，修飾と被修飾との関係を捉えることができており，文の構成を理解

することができていると考えられる。

（参考）

○関連する問題

問題番号 問題の概要 正答率 解説資料 報告書

「金色の足あと」の 部イの文で，
Ｒ２３二

部「長い」がくわしくしている言葉 未実施 P.28～P.35 未実施
(1)

として適切なものを選択する

「金色の足あと」の 部ウの文で，
Ｒ２３二

部「しきりに」がくわしくしている 未実施 P.28～P.35 未実施
(2)

言葉として適切なものを選択する

3
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Ⅳ 解 答 用 紙（ 正 答 ( 例 ) )

	

解
答
用
紙
（
正
答
（
例
））

Ⅳ
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Ⅴ 点 字 問 題 （抜 粋）

	

点
字
問
題
（
抜
粋
）

Ⅴ
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点字問題は，通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし，点字を使用して学習

する児童生徒の情報取得の特性や点字による表現方法等を考慮し，児童生徒が調査問題で

問われている内容及び解答に必要な情報を的確に把握し，問題の趣旨に沿った解答に臨む

ことができるように，例えば，次のような配慮を行っている。 

（１） 問題文などの記述及びレイアウト等について  

必要に応じて，文章や図表等の記述を変更したり，提示する順序を入れ替えたり，

ページ配置を変更したりするなどの調整を行う。 

（２） 図やグラフの提示の仕方について  

提示する情報の精選を行った上で，表などに置換したり，必要かつ可能なものは

点図（点を用いて示した図）で示したりするなど，提示方法の変更・調整を行う。 

（３） 出題形式の変更及び代替問題について  

児童生徒の学習内容や生活経験等を考慮し，通常問題の内容をそのまま点字化

して出題することが適当ではない問題については，出題の趣旨等を踏まえた上で，

出題形式の変更や代替問題の作成を行う。 

 

なお，上記のような配慮に伴い，解答類型の調整等を行った問題については，P.52 に問

題及び解答類型（点字問題用）を示している。 
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＜点字問題における具体的な配慮例＞ 

【通常問題】  ２ 三  

 

【点字問題】  ２ ３． 

本問では，主に次のような配慮を行った。 
 

◯  通常問題では，【資料】の中の文章と「面ファスナーの仕組み」とを結び付けて

必要な情報を見付けることができるかどうかをみている。しかし，点字問題では，

「面ファスナーの仕組み」の図をそのまま示すことが難しいため，図の内容を文章

化した。さらに，触読のしやすさを考慮して，問題文の後に，再掲した【資料】の

中の文章と文章化した「面ファスナーの仕組み」を続けて配置した。 
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＜点字問題（墨点字版）＞ ＜点字問題（活字版）＞

（中略） （中略）

（前略） （前略）
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＜点字問題において解答類型の変更，調整等を行った問題＞ 

【点字問題】  ３ ３．「１」 

 

 
 
 
 

問題番号 解 答 類 型 正答 

３   ３． 

「１」 

ア 

１ 「こーてい」と解答しているもの ◎ 

99 上記以外の解答  

０ 無解答  

  ３． 

「１」 

ウ 

１ 「つみかさねられて」と解答しているもの ◎ 

99 上記以外の解答  

０ 無解答  

  ３． 

「１」 

エ 

１ 「げんいん」と解答しているもの ◎ 

２ －（該当なし）  

３ －（該当なし）  

99 上記以外の解答  

０ 無解答  
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Ⅵ 拡 大 文 字 問 題 （抜 粋）

	

拡
大
文
字
問
題
（
抜
粋
）

Ⅵ
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拡大文字問題は，通常問題と同様の趣旨・内容で作成している。ただし，弱視児童生徒の

見え方に伴う負担等を軽減するため，通常問題で使用しているＡ４判の用紙をＢ４判の大き

さに拡大するとともに，以下のような配慮を行っている。

（１） 原則として文字の大きさを ポイントとし，UD デジタル教科書体とする。

（２） 十分な字間及び行間等に設定する。

（３） 必要に応じて，拡大率やレイアウト等を変更する。 

 

＜拡大文字問題における具体的な配慮例＞ 
 

【通常問題】 ３三（１）

３三（１）では，以下のような配慮を行い，次のページのように変更・調整した。

【文章の下書き】の内容を捉えやすくするために枠線囲みを取り，行間を空けて解答欄を

傍線部の右横に配置した。
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【拡大文字問題（抜粋）】 ３三（１） 実寸大サイズ 
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【通常問題】 １

１では，以下のような配慮を行い，次のページのように変更・調整した。

通常問題では，【スピーチ】と〈資料①〉と〈資料②〉を同じページ内に配置しているが，

拡大文字問題では，それぞれの資料と対応しているスピーチの内容を捉えやすいよう，２ペ

ージに割り付けた。また，【スピーチ】の続きであることを捉えやすくするために，２ペー

ジ目の最初に「【スピーチ】の続き」と付した。
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【拡大文字問題（抜粋）】 １
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背幅 :3mm

製版寸法：天地 303mm 左右 429mm




